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を
賜
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厚
く
御
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申
し

　

平
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園
祭
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谷
鉾
の
保
存
・
伝
承
に
ご
支
援
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協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
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さ
て
保
存
会
は
、昭
和
四
十
一
年
の
財
団
法
人
化
か
ら
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

　

さ
て
保
存
会
は
、昭
和
四
十
一
年
の
財
団
法
人
化
か
ら
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
函
谷
鉾
の
サ
ポ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
あ
る「
あ
す
の
函
谷
鉾
を

参
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
函
谷
鉾
の
サ
ポ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
あ
る「
あ
す
の
函
谷
鉾
を

つ
く
る
会
」の
会
員
、協
賛
企
業
の
皆
様
に
は
、物
心
両
面
で
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜

つ
く
る
会
」の
会
員
、協
賛
企
業
の
皆
様
に
は
、物
心
両
面
で
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜

り
、改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

り
、改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
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は
、感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ
る
以
外
、ほ
ぼ
通
常
の
祇
園
祭
を
開
催
い
た
し
ま

　

今
年
は
、感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ
る
以
外
、ほ
ぼ
通
常
の
祇
園
祭
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
拝
観
券
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、久
し
ぶ
り
の
拝
観
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

す
。
ど
う
ぞ
拝
観
券
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、久
し
ぶ
り
の
拝
観
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

役
員
、伝
承
委
員
会
一
同
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

役
員
、伝
承
委
員
会
一
同
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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支
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令和元年（2019年）　山鉾巡行令和元年（2019年）　山鉾巡行

函
谷
鉾
は
、四
条
通
室
町
東
入
ル
函
谷
鉾
町
の
鉾
で
四
条
通
に
面
し
、東
の
辻
は
、

函
谷
鉾
は
、四
条
通
室
町
東
入
ル
函
谷
鉾
町
の
鉾
で
四
条
通
に
面
し
、東
の
辻
は
、

烏
丸
通
、西
の
辻
は
、室
町
通
に
位
置
し
ま
す
。

烏
丸
通
、西
の
辻
は
、室
町
通
に
位
置
し
ま
す
。

応
仁
の
乱（
一
四
六
七
〜
一
四
七
七
）以
前
に
起
源
を
持
ち
、籤（
く
じ
）取
ら
ず
の
鉾

応
仁
の
乱（
一
四
六
七
〜
一
四
七
七
）以
前
に
起
源
を
持
ち
、籤（
く
じ
）取
ら
ず
の
鉾

と
し
て
前
祭（
さ
き
ま
つ
り
）鉾
第
二
番
目
に
巡
行
し
ま
す
。

と
し
て
前
祭（
さ
き
ま
つ
り
）鉾
第
二
番
目
に
巡
行
し
ま
す
。

鉾
の
名
は
、中
華
戦
国
時
代
に
斉（
せ
い
）の
孟
嘗
君（
も
う
し
ょ
う
く
ん
）が
、真
夜
中

鉾
の
名
は
、中
華
戦
国
時
代
に
斉（
せ
い
）の
孟
嘗
君（
も
う
し
ょ
う
く
ん
）が
、真
夜
中

に
函
谷
関
で
家
臣
に
鶏
の
鳴
き
真
似
を
さ
せ
、関
門
を
開
か
せ
難
を
逃
れ
た
故
事
に

に
函
谷
関
で
家
臣
に
鶏
の
鳴
き
真
似
を
さ
せ
、関
門
を
開
か
せ
難
を
逃
れ
た
故
事
に

因
ん
で
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。鶏
鳴
狗
盗（
け
い
め
い
く
と
う
）の
四
文
字
熟
語
と
し
て

因
ん
で
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。鶏
鳴
狗
盗（
け
い
め
い
く
と
う
）の
四
文
字
熟
語
と
し
て

現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。

現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。

天
明
八
年（
一
七
八
八
）京
都
を
襲
っ
た
大
火
で
函
谷
鉾
は
被
災
、そ
の
後
五
十
年
を

天
明
八
年（
一
七
八
八
）京
都
を
襲
っ
た
大
火
で
函
谷
鉾
は
被
災
、そ
の
後
五
十
年
を

経
た
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）生
き
稚
児
に
代
わ
り
、他
の
鉾
に
先
駆
け
稚
児
人
形

経
た
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）生
き
稚
児
に
代
わ
り
、他
の
鉾
に
先
駆
け
稚
児
人
形

嘉
多
丸
君
を
戴
い
て
巡
行
し
復
活
を
遂
げ
、復
興
し
た
函
谷
鉾
と
し
て
は
、一
八
〇
余
年

嘉
多
丸
君
を
戴
い
て
巡
行
し
復
活
を
遂
げ
、復
興
し
た
函
谷
鉾
と
し
て
は
、一
八
〇
余
年

を
数
え
て
い
ま
す
。

を
数
え
て
い
ま
す
。

鉾
頭
の
三
日
月
と
山
形
は
、山
中
の
闇
を
現
わ
し
、真
木
上
端
近
く
に
孟
嘗
君
が
、

鉾
頭
の
三
日
月
と
山
形
は
、山
中
の
闇
を
現
わ
し
、真
木
上
端
近
く
に
孟
嘗
君
が
、

そ
の
下
に
は
、雌
雄（
し
ゆ
う
）の
鶏
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
下
に
は
、雌
雄（
し
ゆ
う
）の
鶏
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

祇
園
祭
の
山
鉾
は
、動
く
美
術
館
と
も
言
わ
れ
、各
山
鉾
に
は
数
々
の
豪
華
絢
爛
な
懸
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鉾
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く
美
術
館
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も
言
わ
れ
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山
鉾
に
は
数
々
の
豪
華
絢
爛
な
懸

装
品
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

装
品
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

函
谷
鉾
も
数
々
の
工
芸
品
、染
織
品
を
有
し
、屋
根
裏
に
描
か
れ
て
い
る
今
尾
景
年（
一

函
谷
鉾
も
数
々
の
工
芸
品
、染
織
品
を
有
し
、屋
根
裏
に
描
か
れ
て
い
る
今
尾
景
年（
一

八
四
五
〜
一
九
二
四
）の
鶏
鴉
図（
け
い
あ
ず
）を
は
じ
め
、前
懸
に
は
、旧
約
聖
書
創
世

八
四
五
〜
一
九
二
四
）の
鶏
鴉
図（
け
い
あ
ず
）を
は
じ
め
、前
懸
に
は
、旧
約
聖
書
創
世

紀
の
説
話「
イ
サ
ク
に
水
を
供
す
る
リ
ベ
カ
」を
題
材
に
し
た
十
六
世
紀
に
ベ
ル
ギ
ー
で

紀
の
説
話「
イ
サ
ク
に
水
を
供
す
る
リ
ベ
カ
」を
題
材
に
し
た
十
六
世
紀
に
ベ
ル
ギ
ー
で

製
作
さ
れ
た
毛
綴（
ゴ
ブ
ラ
ン
織
）で
重
要
文
化
財
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

製
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の
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こ
の
他
、見
送
り
に
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、弘
法
大
師（
こ
う
ぼ
う
だ
い
し
）筆
と
伝
え
ら
れ
る「
金
剛
界
礼

こ
の
他
、見
送
り
に
は
、弘
法
大
師（
こ
う
ぼ
う
だ
い
し
）筆
と
伝
え
ら
れ
る「
金
剛
界
礼

懺
文
」（
こ
ん
ご
う
か
い
ら
い
さ
ん
も
ん
）と
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）こ
れ
を
模
織
し
た

懺
文
」（
こ
ん
ご
う
か
い
ら
い
さ
ん
も
ん
）と
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）こ
れ
を
模
織
し
た

西
陣
織
の
文
字
の
見
送
が
あ
り
ま
す
。水
引
に
は
、山
鹿
清
華
筆（
一
八
八
五
〜
一
九
八

西
陣
織
の
文
字
の
見
送
が
あ
り
ま
す
。水
引
に
は
、山
鹿
清
華
筆（
一
八
八
五
〜
一
九
八

一
）の「
群
鶏
草
花
図
」（（
ぐ
ん
け
い
そ
う
か
ず
）、胴
懸
け
に
は
、「
梅
に
虎
文
」を
織
り
出

一
）の「
群
鶏
草
花
図
」（（
ぐ
ん
け
い
そ
う
か
ず
）、胴
懸
け
に
は
、「
梅
に
虎
文
」を
織
り
出

し
た
十
七
世
紀
李
氏
朝
鮮
絨
毯
、「
赤
地
花
唐
草
文
」ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
、「
玉
取
獅
子
文
」中

し
た
十
七
世
紀
李
氏
朝
鮮
絨
毯
、「
赤
地
花
唐
草
文
」ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
、「
玉
取
獅
子
文
」中

国
絨
毯
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

国
絨
毯
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

近
年
の
も
の
で
は
、皆
川
泰
蔵
作
前
掛「
モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」、見
送
り「
エ
ジ
プ

近
年
の
も
の
で
は
、皆
川
泰
蔵
作
前
掛「
モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」、見
送
り「
エ
ジ
プ

ト
天
空
図
」や
文
化
勲
章
受
賞
者
、蓮
田
修
吾
郎
作
金
銅
浮
彫
の
欄
縁
金
具「
梅
と
鶯
」

ト
天
空
図
」や
文
化
勲
章
受
賞
者
、蓮
田
修
吾
郎
作
金
銅
浮
彫
の
欄
縁
金
具「
梅
と
鶯
」

が
あ
り
、平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）に
は
、財
団
設
立
四
十
年
記
念
と
し
て
、至
宝
で
あ
る

が
あ
り
、平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）に
は
、財
団
設
立
四
十
年
記
念
と
し
て
、至
宝
で
あ
る

ゴ
ブ
ラ
ン
織
り
前
掛
け
の
復
元
新
調
、平
成
二
十
八
年（
二
〇
一
六
）に
は
、あ
す
の
函
谷
鉾

ゴ
ブ
ラ
ン
織
り
前
掛
け
の
復
元
新
調
、平
成
二
十
八
年（
二
〇
一
六
）に
は
、あ
す
の
函
谷
鉾

を
つ
く
る
会
創
設
四
〇
年
記
念
の
寄
進
に
よ
り
狩
野
探
幽
の
作
と
さ
れ
る
原
画「
飛
鶴

を
つ
く
る
会
創
設
四
〇
年
記
念
の
寄
進
に
よ
り
狩
野
探
幽
の
作
と
さ
れ
る
原
画「
飛
鶴

図
」を
も
と
に
天
井
幕「
長
寿
を
も
た
ら
す
夜
明
け
の
吉
兆
鶴
」を
新
調
し
て
い
ま
す
。

図
」を
も
と
に
天
井
幕「
長
寿
を
も
た
ら
す
夜
明
け
の
吉
兆
鶴
」を
新
調
し
て
い
ま
す
。

函
谷
鉾
は
、永
い
年
月
と
多
く
の
人
々
の
手
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

函
谷
鉾
は
、永
い
年
月
と
多
く
の
人
々
の
手
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
も
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
伝
統
や
数
々
の
懸
装
品
等
の
文
化
財
を
維
持
し
て
参
り

か
ら
も
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
伝
統
や
数
々
の
懸
装
品
等
の
文
化
財
を
維
持
し
て
参
り

ま
す
。

ま
す
。

函
谷
鉾
の
由
来
と
見
ど
こ
ろ

函
谷
鉾
の
由
来
と
見
ど
こ
ろ
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通
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通
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入
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に
面
し
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辻
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烏
丸
通
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の
辻
は
、室
町
通
に
位
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し
ま
す
。

烏
丸
通
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辻
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、室
町
通
に
位
置
し
ま
す
。

応
仁
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一
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六
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〜
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四
七
七
）以
前
に
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を
持
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く
じ
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ず
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鉾

応
仁
の
乱（
一
四
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〜
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四
七
七
）以
前
に
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を
持
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く
じ
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と
し
て
前
祭（
さ
き
ま
つ
り
）鉾
第
二
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目
に
巡
行
し
ま
す
。

と
し
て
前
祭（
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き
ま
つ
り
）鉾
第
二
番
目
に
巡
行
し
ま
す
。

鉾
の
名
は
、中
華
戦
国
時
代
に
斉（
せ
い
）の
孟
嘗
君（
も
う
し
ょ
う
く
ん
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夜
中

鉾
の
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は
、中
華
戦
国
時
代
に
斉（
せ
い
）の
孟
嘗
君（
も
う
し
ょ
う
く
ん
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、真
夜
中

に
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関
で
家
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に
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の
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真
似
を
さ
せ
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門
を
開
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せ
難
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逃
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た
故
事
に

に
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関
で
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に
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の
鳴
き
真
似
を
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せ
、関
門
を
開
か
せ
難
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逃
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故
事
に

因
ん
で
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。鶏
鳴
狗
盗（
け
い
め
い
く
と
う
）の
四
文
字
熟
語
と
し
て

因
ん
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つ
け
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れ
て
い
ま
す
。鶏
鳴
狗
盗（
け
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め
い
く
と
う
）の
四
文
字
熟
語
と
し
て

現
在
も
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っ
て
い
ま
す
。

現
在
も
残
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て
い
ま
す
。

天
明
八
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一
七
八
八
）京
都
を
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っ
た
大
火
で
函
谷
鉾
は
被
災
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の
後
五
十
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を
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明
八
年（
一
七
八
八
）京
都
を
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っ
た
大
火
で
函
谷
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被
災
、そ
の
後
五
十
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を

経
た
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）生
き
稚
児
に
代
わ
り
、他
の
鉾
に
先
駆
け
稚
児
人
形

経
た
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）生
き
稚
児
に
代
わ
り
、他
の
鉾
に
先
駆
け
稚
児
人
形

嘉
多
丸
君
を
戴
い
て
巡
行
し
復
活
を
遂
げ
、復
興
し
た
函
谷
鉾
と
し
て
は
、一
八
〇
余
年

嘉
多
丸
君
を
戴
い
て
巡
行
し
復
活
を
遂
げ
、復
興
し
た
函
谷
鉾
と
し
て
は
、一
八
〇
余
年

を
数
え
て
い
ま
す
。

を
数
え
て
い
ま
す
。

鉾
頭
の
三
日
月
と
山
形
は
、山
中
の
闇
を
現
わ
し
、真
木
上
端
近
く
に
孟
嘗
君
が
、

鉾
頭
の
三
日
月
と
山
形
は
、山
中
の
闇
を
現
わ
し
、真
木
上
端
近
く
に
孟
嘗
君
が
、

そ
の
下
に
は
、雌
雄（
し
ゆ
う
）の
鶏
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
下
に
は
、雌
雄（
し
ゆ
う
）の
鶏
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

祇
園
祭
の
山
鉾
は
、動
く
美
術
館
と
も
言
わ
れ
、各
山
鉾
に
は
数
々
の
豪
華
絢
爛
な
懸

祇
園
祭
の
山
鉾
は
、動
く
美
術
館
と
も
言
わ
れ
、各
山
鉾
に
は
数
々
の
豪
華
絢
爛
な
懸

装
品
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

装
品
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

函
谷
鉾
も
数
々
の
工
芸
品
、染
織
品
を
有
し
、屋
根
裏
に
描
か
れ
て
い
る
今
尾
景
年（
一

函
谷
鉾
も
数
々
の
工
芸
品
、染
織
品
を
有
し
、屋
根
裏
に
描
か
れ
て
い
る
今
尾
景
年（
一

八
四
五
〜
一
九
二
四
）の
鶏
鴉
図（
け
い
あ
ず
）を
は
じ
め
、前
懸
に
は
、旧
約
聖
書
創
世

八
四
五
〜
一
九
二
四
）の
鶏
鴉
図（
け
い
あ
ず
）を
は
じ
め
、前
懸
に
は
、旧
約
聖
書
創
世

紀
の
説
話「
イ
サ
ク
に
水
を
供
す
る
リ
ベ
カ
」を
題
材
に
し
た
十
六
世
紀
に
ベ
ル
ギ
ー
で

紀
の
説
話「
イ
サ
ク
に
水
を
供
す
る
リ
ベ
カ
」を
題
材
に
し
た
十
六
世
紀
に
ベ
ル
ギ
ー
で

製
作
さ
れ
た
毛
綴（
ゴ
ブ
ラ
ン
織
）で
重
要
文
化
財
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

製
作
さ
れ
た
毛
綴（
ゴ
ブ
ラ
ン
織
）で
重
要
文
化
財
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
、見
送
り
に
は
、弘
法
大
師（
こ
う
ぼ
う
だ
い
し
）筆
と
伝
え
ら
れ
る「
金
剛
界
礼

こ
の
他
、見
送
り
に
は
、弘
法
大
師（
こ
う
ぼ
う
だ
い
し
）筆
と
伝
え
ら
れ
る「
金
剛
界
礼

懺
文
」（
こ
ん
ご
う
か
い
ら
い
さ
ん
も
ん
）と
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）こ
れ
を
模
織
し
た

懺
文
」（
こ
ん
ご
う
か
い
ら
い
さ
ん
も
ん
）と
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）こ
れ
を
模
織
し
た

西
陣
織
の
文
字
の
見
送
が
あ
り
ま
す
。水
引
に
は
、山
鹿
清
華
筆（
一
八
八
五
〜
一
九
八

西
陣
織
の
文
字
の
見
送
が
あ
り
ま
す
。水
引
に
は
、山
鹿
清
華
筆（
一
八
八
五
〜
一
九
八

一
）の「
群
鶏
草
花
図
」（（
ぐ
ん
け
い
そ
う
か
ず
）、胴
懸
け
に
は
、「
梅
に
虎
文
」を
織
り
出

一
）の「
群
鶏
草
花
図
」（（
ぐ
ん
け
い
そ
う
か
ず
）、胴
懸
け
に
は
、「
梅
に
虎
文
」を
織
り
出

し
た
十
七
世
紀
李
氏
朝
鮮
絨
毯
、「
赤
地
花
唐
草
文
」ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
、「
玉
取
獅
子
文
」中

し
た
十
七
世
紀
李
氏
朝
鮮
絨
毯
、「
赤
地
花
唐
草
文
」ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
、「
玉
取
獅
子
文
」中

国
絨
毯
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

国
絨
毯
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

近
年
の
も
の
で
は
、皆
川
泰
蔵
作
前
掛「
モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」、見
送
り「
エ
ジ
プ

近
年
の
も
の
で
は
、皆
川
泰
蔵
作
前
掛「
モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」、見
送
り「
エ
ジ
プ

ト
天
空
図
」や
文
化
勲
章
受
賞
者
、蓮
田
修
吾
郎
作
金
銅
浮
彫
の
欄
縁
金
具「
梅
と
鶯
」

ト
天
空
図
」や
文
化
勲
章
受
賞
者
、蓮
田
修
吾
郎
作
金
銅
浮
彫
の
欄
縁
金
具「
梅
と
鶯
」

が
あ
り
、平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）に
は
、財
団
設
立
四
十
年
記
念
と
し
て
、至
宝
で
あ
る

が
あ
り
、平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）に
は
、財
団
設
立
四
十
年
記
念
と
し
て
、至
宝
で
あ
る

ゴ
ブ
ラ
ン
織
り
前
掛
け
の
復
元
新
調
、平
成
二
十
八
年（
二
〇
一
六
）に
は
、あ
す
の
函
谷
鉾

ゴ
ブ
ラ
ン
織
り
前
掛
け
の
復
元
新
調
、平
成
二
十
八
年（
二
〇
一
六
）に
は
、あ
す
の
函
谷
鉾

を
つ
く
る
会
創
設
四
〇
年
記
念
の
寄
進
に
よ
り
狩
野
探
幽
の
作
と
さ
れ
る
原
画「
飛
鶴

を
つ
く
る
会
創
設
四
〇
年
記
念
の
寄
進
に
よ
り
狩
野
探
幽
の
作
と
さ
れ
る
原
画「
飛
鶴

図
」を
も
と
に
天
井
幕「
長
寿
を
も
た
ら
す
夜
明
け
の
吉
兆
鶴
」を
新
調
し
て
い
ま
す
。

図
」を
も
と
に
天
井
幕「
長
寿
を
も
た
ら
す
夜
明
け
の
吉
兆
鶴
」を
新
調
し
て
い
ま
す
。

函
谷
鉾
は
、永
い
年
月
と
多
く
の
人
々
の
手
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

函
谷
鉾
は
、永
い
年
月
と
多
く
の
人
々
の
手
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
も
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
伝
統
や
数
々
の
懸
装
品
等
の
文
化
財
を
維
持
し
て
参
り

か
ら
も
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
伝
統
や
数
々
の
懸
装
品
等
の
文
化
財
を
維
持
し
て
参
り

ま
す
。

ま
す
。
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松永幸大税理士事務所

税理士

松永幸大

〒604-8381
京都市中京区
西ノ京職司町67番地76

TEL 075（755）4172

榎和哉税理士事務所

税理士

榎  和 哉

〒600-8304
京都市下京区新町通
花屋町上る艮町848

TEL 075-353-6116
FAX 075-371-4849

令
和
三
年
の
祇
園
祭
。
函
谷
鉾
は
、
例
年
の
よ
う
に
十
日
早
朝
か
ら
鉾
建
を
は
じ
め
、
十

二
日
の
午
後
に
は
、
鉾
頭
が
夏
空
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
年
連
続
で
の
巡
行
の

中
止
は
、
鉾
町
の
人
々
の
気
持
ち
を
や
や
沈
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
三
笠
宮
彬
子
女
王
殿
下
が
事
前
に
お
渡
し
し
て
い
た
函
谷
鉾
の
浴
衣
を
お
召

し
の
上
で
、
函
谷
鉾
を
お
訪
ね
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
鉾
と
鉾
町
が
明
る
く
な
っ
た
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
女
王
殿
下
は
、
保
存
会
の
各
面
々
を
気
づ
か
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
保

存
会
事
務
所
で
は
終
始
ご
歓
談
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

函谷鉾の浴衣をお召しになりました。

三
笠
宮
彬
子
女
王
殿
下
ご
来
鉾

三
笠
宮
彬
子
女
王
殿
下
ご
来
鉾
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岡
本
理
事
長
か
ら
重
要
文
化
財
の
懸
装
品
（
通
称
：
ゴ

ブ
ラ
ン
織
り
）
や
鉾
の
細
部
の
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
後
、
鉾
上
で
着
座
の
う
え
祇
園
囃
子
を
ご
堪
能
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
時
の
函
谷
鉾
囃
子
方
に
は
岡
本
理
事

長
も
笛
方
で
参
加
し
、
彬
子
女
王
殿
下
に
日
頃
か
ら
の
鍛

錬
を
ご
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
。

函
谷
鉾
に
と
っ
て
誠
に
名
誉
な
日
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
彬
子
女
王
殿
下
は
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
、
京
都
産
業
大
学
日
本

文
化
研
究
所
特
別
教
授
で
研
究
活
動
を
続
け
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。）

左　岡本理事長岡本理事長から重要文化財の説明をいたしました。
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文
化
庁
の
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推
進
事
業
で
函
谷
鉾
（
人
形
）
と
木
彫
品
特
別
公
開
を
い
た
し
ま

し
た
。

期　

間
：
令
和
三
年
十
二
月
二
日
（
木
）
〜
六
日
（
月
）

会　

場
：
京
都
伝
統
工
芸
会
館
一
階
ホ
ー
ル

公　

開
：�

天
王
人
形　

孟
嘗
君
、
稚
児
人
形　

嘉
多
丸
君
、
妻
飾
り
太
平
束　

林
和
靖
、�

鵜
飼
童
子
、
亀
、
牡
丹
、
獅
子
口　

東
西
、
懸
魚　

東
西
、
房
掛
け

各
木
彫
品
は
、
長
年
の
山
鉾
巡
行
で
の
振
動
や
日
照
、
雨
天
で
の
使
用
、
組
立
て
、
収
納
時
の
事

故
等
に
よ
る
損
傷
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
神
体
（
人
形
）
や
木
彫
品
を
特
別
公
開
展
示
す
る
事

で
、
そ
の
現
状
を
把
握
し
、
記
録
す
る
事
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

準備の整った嘉多丸君

祇
園
祭
山
鉾
ご
神
体
人
形
と
装
飾
品
の
特
別
公
開

祇
園
祭
山
鉾
ご
神
体
人
形
と
装
飾
品
の
特
別
公
開

66



今西正二税理士事務所

〒611-0031
宇治市広野町茶屋裏38-3
今西税経センタービル（近鉄大久保駅下車）

TEL 0774-44-6166（代）
http://www.imanishi-zeirishi.jp

今　西　正　二
今　西　雄　一

TEL （075）366-0211　FAX （075）351-1522

〒600-8401
京都市下京区東洞院通松原上ル
燈籠町599-1

プロタッグ・パートナーズ税理士法人

社員税理士 吉田 和之

嘉か

多た
ま
る丸

君ぎ
み

と
幕
末
の
京
都
仏
師
康こ
う
け
い敬

京
都
国
立
博
物
館
上
席
研
究
員　

�

淺
湫 

毅
（
あ
さ
ぬ
ま
た
け
し
）

函
谷
鉾
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
お
き
た
、

い
わ
ゆ
る
「
天
明
の
大
火
」
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、

復
興
が
な
っ
た
の
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
の
こ

と
で
し
た
。
そ
の
際
に
稚
児
を
人
形
に
か
え
て
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
像
を
造
っ
た
の
が
、

幕
末
の
京
都
で
活
躍
し
た
仏
師
七
条
左
京
康
敬
で
す
。

康
敬
は
平
安
時
代
の
仏
師
定
朝
を
初
代
と
す
る
仏

師
の
末
裔
で
、
運
慶
の
流
れ
も
く
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
流
派
は
七
条
通
沿
い
に
工
房
を
構
え
て
い
た
た
め

七
条
仏
師
と
も
よ
ば
れ
ま
す
が
、
康
敬
は
そ
の
な
か

で
も
東
寺
の
大
仏
師
に
任
じ
ら
れ
た
最
も
主
流
の
七

条
左
京
家
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
嘉
永
三
年
（
一
八

五
〇
）
に
七
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
江
戸
時

代
の
最
期
を
飾
っ
た
仏
師
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

康
慶
は
像
の
製
作
に
際
し
て
、
一
条
忠
香
の
長
男

で
数
え
の
五
歳
で
あ
っ
た
実
良
公
の
姿
を
写
し
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
像
は
「
嘉
多
丸
」
と
名
付
け
ら
れ

ま
す
。
と
て
も
写
実
的
な
像
で
、
目
を
合
わ
せ
る
と

お
も
わ
ず
ド
キ
ッ
と
す
る
よ
う
な
お
顔
を
し
て
い

ま
す
。

緊張感のある伝承委員

調査中の淺湫毅先生

調査を待つ木彫品
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税理士法人FCブレイン 京都駅前事務所

〒600-8218
京都市下京区新町通七条東入ル西境町149番地
サザン京都駅前4階

TEL （075）353-0222
http://www.fc-brain.com/

税理士  市 木 雅 之 税理士法人みらい経営

〒600-8445
京都市下京区新町通高辻上る

岩戸山町425
TEL 075-365-3131

四
回
生

京
の
夏 
祈
り
を
繋
ぐ 

函
谷
か
ら�

小
沼 

愛
利
奈

提
灯
を 

前
に
重
な
る 

音
と
鼓
動�

川
野 

菜
々
美

陽
を
浴
び
て 

京
の
空
に
輝
く 

函
谷
の
月�

坂
田 

胡
桃

京
盛
夏 

囃
子
響
か
せ 
鉾
動
く�

長
野 

　

標

新
時
代 

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と 
囃
子
の
音�

橋
本 

匠
平

祇
園
の
灯 

未
来
を
む
す
ぶ 
息
災
の�

萩
原 

由
唯

提
灯
を 

吊
る
し
見
上
げ
た 

函
谷
の
夏�
早
川 

佑
奈

暗
闇
の 

夜
明
け
を
告
げ
る 

い
ざ
進
め�
平
西 

雪
乃

と
こ
夏
を 

彩
る
鉾
の 

舞
い
戻
る�

東
良 
昂
信

文
月
に 

囃
子
が
織
り
成
す 

祇
園
の
興�

藤
澤 

沙
樹

常
し
え
に 

響
き
渡
る
は 

囃
子
の
音�

水
田 

匡
隆

三
年
越
し 

心
弾
み
て 

待
つ
巡
行�

矢
吹 

美
緒

思
い
出
す 

止
ま
ぬ
囃
子
は 

夏
の
音�

山
本 

昂
暉

三
回
生

待
ち
わ
び
た 

コ
ン
チ
キ
チ
ン
と 

熱
い
夏�

岡
島 

晴
之

京
の
夏 

今
年
も
背
負
う 

函
の
文
字�

加
賀 

萌
香

鳴
り
響
く 

祇
園
囃
子
が 

夏
告
げ
る�

角
藤 

桃
香

鉾
走
る 

陽
炎
揺
れ
し 

人
混
み
に�

樺
木 

健
人

三
年
目 

い
ざ
鉾
町
へ 

初
巡
行�

児
嶋 

一
真

待
ち
侘
び
た 

進
む
山
鉾 

胸
躍
る�

小
島 

菜
月

人
混
み
の 

熱
気
に
溶
け
込
む 

囃
子
の
音�

齊
喜 

飛
弥
来

未
来
ま
で 

響
き
渡
る
は 

函
谷
の
音�

齋
藤 

菜
々
美

巡
り
行
く 

京
の
鉾
旅 

七
月
や�

杉
山 

和
輝

炎
天
の 

き
ょ
う
の
賑
わ
い 

明
日
照
ら
す�

野
水 

　

舞

宵
山
が 

オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら 

現
実
へ�

中
根 

夢
菜

巡
行
の 

京
を
彩
る 

華
や
か
さ�

平
井 

千
晶

宵
闇
に 

浮
か
ぶ
提
灯 

胸
踊
る�

平
松 

天
音

二
回
生

京
の
夏 

堂
々
陣
取
る 

猛
き
鉾�

江
口 

悠
太

囃
子
の
音 

響
き
渡
れ
や 

今
年
こ
そ�

大
栗 

礼
華

町
中
に 

久
し
く
響
け 

祭
囃
子�

大
村 

知
史

古
都
の
夏 

堂
々
た
る
は 

函
谷
鉾�

衣
笠 

太
郎

鉾
再
び 

京
か
ら
世
界
へ 

進
む
夏�

田
村 

一
馬

疫
病
に 
負
け
て
た
ま
る
か 

コ
ン
チ
キ
チ
ン�

中
村 

愛
理

函
谷
鉾 
コ
ロ
ナ
渦
破
る 

光
な
り�

野
間 

春
音

受
け
継
が
れ 

今
年
も
響
く 

祇
園
の
音�

福
永 

真
由

宵
山
に 

鉾
と
交
わ
る 
京
の
音
色�

桝
田 

雅
姫

天
を
衝
く 

山
鉾
見
上
げ 
夏
告
げ
る�

松
尾 

風
奈

京
の
音
の 

コ
ロ
ナ
吹
き
消
す 

コ
ン
チ
キ
チ
ン�

三
崎 

愛
加

夏
め
き
て 

響
く
囃
子
音 

偲
ぶ
か
な�
米
原 

万
由
佳

満
ち
た
る
夏 

期
待
膨
ら
む 

祭
り
の
音�
福
田 

桃
菜

毎
年
お
祭
り
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
る
京
都
産
業
大
学
文
化
学
部
京
都
文
化
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
の
学
生
さ
ん
か
ら
、俳
句
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
お
祭
り
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
る
京
都
産
業
大
学
文
化
学
部
京
都
文
化
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
の
学
生
さ
ん
か
ら
、俳
句
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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（241） 3121
下・四条通油小路東入傘鉾町49

株式会社中川紙宗
下京区四条通烏丸通西入
函鉾町83第三田源ビル6階
075（255） 4346

林接骨院
院長 林啓史

（341） 7106

北村善和税理士事務所
下･北小路通油小路東入文覚町369

株式会社 山添電気
〒629-2263
京都府与謝郡与謝野町字弓木138-1

FAX 0772-46-4503TEL 0772-46-25820771 （22） 9090

OKAMURA工房株式会社
京都府亀岡市追分町馬場通24番地4

（351） 0561
下・寺町通五条上る

高橋利兵衛商店
京扇子

（343） 2000
下・東中筋通六条上る462-1

株式会社上村組

〒615-0034
京都市右京区西院西寿町32-2 タザワビル3F京都市右京区西院西寿町32-2 タザワビル3F

FAX：075-321-6699TEL：075-321-6666（812） 3875
下・大宮通松原下ル西門前町426-307

セシルコーポレーション

（956） 4131

京阪リース株式会社
建設機械レンタル・販売・修理

京都府長岡京市神足拾弐5番地の1

株式会社 増田德兵衞商店
伏・下鳥羽長田町135番地

清酒 醸造元

www.tsukinokatsura.co.jp/
（611） 5151

㈱竹田工務店
南・東九条南石田町32番地の1

（352） 3001

㈲トラスティーシステムズ
下・妙伝寺町720 光悦ビル4階C号室

不動産測量　登記　境界確定　開発申請

山崎土地家屋調査士事務所
右 ・ 西院矢掛町33番地の2

（321） 1780

向日市寺戸町七ノ坪141
0120 （811） 157

（955） 7272
京都府長岡京市開田3丁目1番15号

センチュリー21
（株）レンタ酒井 克俊

〒615-0051
京都市右京区西院安塚町35番地 協伸ビル077（578）0076

大津市下阪本１-43-15

新築・各種リフォーム

共和木材工業㈱
一級建築士事務所

株式会社　野澤屋
野　澤　正　裕

祇園祭 函 谷 鉾 協賛企業
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感
染
症
防
止
対
策
を
施
し
、
一
年
ぶ

り
に
京
都
産
業
大
学
文
化
学
部
の
『
京

都
文
化
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
』
と
い
う
授

業
の
一
環
で
学
生
の
皆
さ
ん
に
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

京
都
産
業
大
学　

手
伝
い

京
都
産
業
大
学　

手
伝
い

ちまき授与のお手伝い

ちまき袋詰めのお手伝い

1010



売買・仲介・貸借・管理
リフォーム・コンサルタント
町家・空き家・高齢者住宅

毎
年
、
学
生
の
皆

さ
ん
か
ら
新
た
な
授

与
品
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
ツ
ー
ル
を
利
用

し
て
リ
モ
ー
ト
プ
レ

ゼ
ン
形
式
で
実
施
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オンラインプレゼンの学生さん達

大学生からのプレゼン資料プレゼンを受ける役員と伝承委員
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綜合建設業

株式会社 ヤマダ
京都府綴喜郡井手町
大字井手小字玉ノ井12の1

TEL 0774（82）2815  FAX 0774（82）5215

巡
行
の
時
、
縁
の
下
の
力
持
ち
的
な
存
在
が
曳
子
で

す
。
た
だ
単
に
力
一
杯
引
っ
張
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
難
し
い
の
が
定
員
50
人
の
う
ち
半
数
以

上
が
未
経
験
な
人
達
で
あ
る
現
実
で
す
。
構
成
は
、
町

内
企
業
、
商
工
会
議
所
青
年
部
、
産
大
生
、
伝
承
委
員

が
主
で
す
。
曳
子
頭
を
軸
に
複
数
回
参
加
し
て
い
る
方

に
お
願
い
し
て
具
合
よ
く
粛
々
と
巡
行
し
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
、
交
差
点
の
手
前
で
は
、
鉾
間
近
の
数
人
が
逆

方
向
に
引
っ
張
り
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
と
か
、
新
町
通

り
の
下
り
で
は
、
特
に
鉾
後
方
か
ら
綱
を
曳
く
な
ど
細

か
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

辻
廻
し
の
角
度
と
タ
イ
ミ
ン
グ
の
難
し
さ
は
、
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
番
の
困
難
は
、
梅
雨
明

け
の
こ
の
時
期
の
暑
さ
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
で
す
。

三
時
間
を
超
え
る
巡
行
が
終
え
る
頃
に
は
、
か
な
り
体

力
を
消
耗
し
立
ち
上
が
れ
な
く
な
る
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
夏
が
恋
し
く
な
り
ま
す
。

四条河原町での辻廻し

曳
子
は
、
語
る

曳
子
は
、
語
る
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車
輪
は
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月

〜
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
五
）
三
月
に
新
調
、

同
年
七
月
の
お
祭
り
に
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）、
平
成
十
二

年
（
二
〇
〇
〇
）
修
理
後
今
日
に
至
り
ま
す
。

令
和
三
年
の
巡
行
は
、
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
各
種
部
材
の
検
証
作
業
で
車
輪
の
損
傷
が

目
立
ち
、
審
議
委
員
、
工
務
店
、
保
存
会
関
係

者
立
ち
合
い
の
下
に
修
理
計
画
を
検
討
し
た
結

果
、
特
に
大
羽
の
交
換
と
さ
さ
ら
状
態
の
改
修

を
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
の
判
断
と
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
昨
年
の
鉾
終
い
の
際
に
、
車
輪

は
、
収
蔵
庫
で
な
く
、
工
務
店
へ
納
め
、
不
備

箇
所
の
再
調
査
と
樫
材
の
選
定
等
を
経
て
修
理

作
業
が
順
次
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

本
年
巡
行
に
は
、
修
理
を
終
え
黒
く
塗
ら
れ

た
車
輪
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

大羽

大羽七枚で一輪

車
輪
修
理

車
輪
修
理
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村井歯科医院
〒600-8009
京都市下京区四条通烏丸西入ル
函谷鉾町83 田源ビル3Ｆ

TEL （075）212-4618

077（537） 1521
滋賀県大津市晴嵐二丁目5番16号

大津電機工業株式会社

（642） 0863
伏・深草西浦町8-42

株式会社 小室塗装店

0773（22） 8033
福知山市東羽合町23番地

東・祇園縄手通富永町東

TEL 525-2003 FAX 525-0663

祇園

とり百鶏

（314） 2277
右・西京極中沢町1-13

森エンジニアリング

（721） 2041
北・上賀茂岩ケ垣内町12-3

株式会社 眞田商店

（344） 7834
下・上柳町331 タカノハスクエア １Ｆ

Cafe Bar 髙円

右 ・ 西院三蔵町１８

（311） 3621

鮨・割烹　おかげさまで70年

四条室町店　　京都ポルタ店
イオンモールKYOTO店　　イオンモール京都桂川店

花キューピット
加盟店

右・嵯峨天龍寺車道町9-5 JR嵯峨嵐山駅南口前

TEL（881） 1187 FAX（872） 5228

住宅建築・設計・施工

伏 ・ 醍醐鍵尾町11-2

（572） 8888

お墓の ㈱
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カントリーハウス
京田辺市東西神屋33番地

TEL 0774 -64 -8228

新築分譲・不動産買取・相続相談

　
平
成
28
年
、函
谷
鉾
保
存
会
財
団
設
立
50
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、鉾
本
体
や
懸
装
品
の
新
調
、

保
存
修
理
を
支
援
し
て
頂
く「
あ
す
の
函
谷
鉾
を

つ
く
る
会
」よ
り
鉾
天
井
幕
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
狩
野
探
幽
作「
飛
鶴

図
」原
画
を
高
純
度
の
本
金
箔
の
紋
織
地
に
立
体

的
、写
実
的
に
肉
盛
で
刺
繍
さ
れ
た
傑
作
で「
長
寿

を
も
た
ら
す
夜
明
け
の
吉
兆
鶴
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　

鶴
の
鳴
声
は
、天
上
界
と
通
じ
る
鳥
と
さ
れ
、

函
谷
鉾
の
囃
子
の
曲
名
に
も「
鶴
」が
あ
り
ま
す
。

長
寿
の
象
徴
で
あ
る
鶴
の
天
井
幕
は
、鉾
の
伝
承

が
末
永
く
続
く
こ
と
を
祈
念
し
た
懸
装
品
で
あ

り
、函
谷
鉾
の
鉾
上
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
大
変
美
し
い
美
術
品
で
す
。

　
㈱
川
島
織
物
セ
ル
コ
ン
製
作

天 

井 

幕

函
谷
鉾
の
構
造

「
長
寿
を
も
た
ら
す

夜
明
け
の
吉
兆
鶴
」

鉾頭

６〜７畳
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075 （958） 2500

㈱東亜セイコー
京都府乙訓郡大山崎町下植野二階下13

（924） 2545

有限会社  リバーエイト
伏・羽束師古川町293

E-mail  re-1999@agate.plala.or.jp

東 ・ 祇園四条上ル東側SAKIZO 縄手ビル4F

（551） 5633

GION BAR

南出高志
Owner

（551） 4400

（344） 4446

元木啓雄税理士事務所
下・七条通間之町東入材木町483

第二マスイビル4F

（933） 9318

㈲黒川造園土木
伏・羽束師菱川町628-1

東・下河原通八坂鳥居前下る下河原町499
（532） 6666

（924） 4330

山下純平司法書士事務所
京都府向日市寺戸町梅ノ木10-11

東・祇園町南側570-8
（525） 6665

京都府相楽郡精華町南稲八妻蔭山33

0774（94） 4759
http://www.morityu.com

森忠建設造園株式
会社

（231） 8979
中・観音堂町468番地

酒とお料理 つぐ

（351） 8200
下・東洞院通塩小路上ル東塩小路町552

藪壽人税理士事務所

（541） 8728
東・祇園町南側570-6

旬魚旬菜
ぎおん

（951） 0541

㈲植幸 田中造園
京都府長岡京市井ノ内南内畑54-1

（332） 6883

京菓子司 洛西㈱松屋
西京区大原野上羽町359-2

南 ・ 久世上久世町83-1

内装仕上工事業

（924） 3737

モリタ建装株式会社

京都府木津川市山城町綺田浜76番地の2

0774（86） 2675

有限会社 山城自動車

福島工業はフクシマガリレイへ社名変更を行いました
伏見区竹田中川原町 356 番地

業務用冷凍冷蔵庫・ショーケースメーカー

TEL : 075(643)9390

0774 （65） 3944

太平洋輸送株式会社
京都府京田辺市草内橋折58番地

下・綾小路通高倉南西角神明町230-2
（351） 1881

大阪市浪速区難波中１丁目12番5号
難波室町ビル2階
06（6631）6557

㈱熊倉工務店
東・五条通東大路西入

東・八坂新地末吉町95-53
（501） 3587

京都府亀岡市大井町南金岐重見70番地

美しい環境を明日に伝える

0120 （342） 211
御 協 賛 ありが とうございます
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（431） 4764

株式会社 B-Style Company
上・今出川通智恵光院西入西北小路町241番地2

クレステージ今出川通り402号

0773（45） 1118
京都府綾部市十倉向町 石原22番地

株式会社 SHOWA

（331） 0140
西・大原野灰方町68-2

小田石油株式
会社 

（222） 1615
下・四条通油小路東入傘鉾町43番地 立原ビル1F

気になる臭いを強力脱臭

フリーダイヤル 0120-40-4496
https://www.shuman.co.jp

（352） 7678
下・西洞院通仏光寺上る綾西洞院町743

京都府亀岡市稗田野町芦ノ山流田1番地の4

0771（22） 0903

松園荘保津川亭

中・新町通四条上東入観音堂町473
075 （255） 0856

㈲三和通信
西・牛ケ瀬南ノ口町15
075 （381） 1616

（812） 3355

有限会社　合場金属
中・西ノ京小堀町1-17

屋根工事・外壁工事・雨樋工事・建築工事一式

有限会社トクショウ工業

14 -194

伝統の食文化を伝えます。

株式会社 ナミカワ
南・大宮通八条下る3丁目東寺東門前町9

075 （212） 8151
中・室町と新町の間四条上る観音堂町454-2

炭焼と
手打ちそば円屋室町

内装工事・リフォーム全般

（株）共同装備
中・西ノ京冷泉町34-1
075（811） 9258

中・蛸薬師通烏丸西入橋弁慶町222番地ヒライビル3階
075（254） 8023

075（312） 1121
右・西院春栄町2-1

http://www.pearltone.com

ヘリコプター遊覧ならMS-NEXT株式会社

（212） 0666

（325） 5 5 8 0

（351） 0361

市川甚商事株式会社
下・松原通堺町東入杉屋町287番地

御 協 賛 ありが とうございます
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東山区知恩院橋上る
TEL （075）531-8000

函
谷
鉾
保
存
会
役
員
・
伝
承
委
員
寄
稿

宵
山
の
　
調
べ
遠
く
に
　
囃
子
か
な�

岡
本 

　

正

三
年
振
り
　
鉾
巡
行
を
　
待
ち
わ
び
て�

櫻
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志
下・筋屋町144-8

（354） 5421

京都市東山区祇園町南側570-123
075 （551） 0117

京都市東山区祇園町北側347-68
クローバービル5階
075 （748） 1111

澤井社会保険労務士事務所
右・西院平町5番地　JO-IN高辻ビル5階

075（321） 7180
中・姉西洞院町515
（211） 6005

www.kyoto-fujinami.jp/

清水産寧坂本店
高台寺店　嵐山店
ジェイアール京都伊勢丹店
渋谷東急店

075 （541） 2577
東・祇園花見小路末吉町東入る北側

東・祇園富永町125-2

（746） 7602

京都市下京区和泉屋町160
ランブラス館1F
（371） 0055

京のむすびめ

075 （205） 5537

不動産の事なら当社へ

各種 新車・中古車販売・板金・整備

075（594） 3838

株式会社YS

〒615-8186　京都市西京区樫原佃21-1
TEL　075-205-3311　FAX　075-205-3322

075 （863） 5381
京都市右京区嵯峨野宮ノ元町3

創業20年、大工社長の工務店

高正工務店

（241） 0129
中・山崎町236-9

焼肉 まるいち

075 （221） 4545
中・室町と新町の間四条上る観音堂町452-2

あかりや

宮川電設工業

https://www.m-densetsu.com/

京都市下京区烏丸通仏光寺下ル
大政所町680-1 第八長谷ビル4F

（342） 2611

〒600-8494
京都市下京区
四条通り西洞院西入
傘鉾町65 1F
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100
LINE
コイン
（¥250）

100
LINE
コイン
（¥250）

50
LINE
コイン
（¥120）

函谷鉾LINEスタンプ
第1弾 第2弾 第3弾

祇園祭の山鉾　函谷鉾の3Dモデルと
宵山の風景や山鉾巡行をみられる
360°画像がお楽しみ頂けます。

アプリで、上記の画像を

撮影してみてください。

ダウンロード後、アプリを

起動してください。

カメラで QR コードを読み取り、

アプリをダウンロードしてください。

2020



令和4年　「あすの函谷鉾をつくる会」　役員名簿
会　　長 松原　節生

副 会 長 稲盛　豊実 齋 藤 　 茂

顧　　問 岡 本 　 正

常任理事 石 原 　 豊 九鬼　郁雄 吉田　和之

理　　事 大熊　正人
原 　 綱 宗

岡本　秀巳
橋本　光夫

清水　幸子
榎 　 和 哉

田村　国勝
松永　幸大

監　　事 今西　正二 船越　善博

参　　与 京都中央信用金庫	 三井住友信託銀行京都支店	 月 桂 冠 ㈱	
㈱竹田工務店	 奥村地所㈱	 な か 一	 京料理なかむら
西陣織工業組合	 ㈱千眞工藝	 	 　　　　〈順不同〉

「あすの函谷鉾をつくる会」 会員及び広告協賛募集
（目　　的）	本会は、函谷鉾及び同装飾品等の保存修理、新調並びに祇園祭	
	 祭典執行を継続的に支援する事を目的とします。
（会　　員）	・法人会員　年会費5口以上（1口￥10,000円）	
	 ・個人会員　年会費1口以上（　  　〃　  　）
（広告協賛）	協賛金に応じ函谷鉾冊子に広告を掲載します。
（特　　典）	厄除粽、拝観券、記念品、冊子を贈呈いたします。	
	 ※送付は、入金確認後7月上旬予定です。

※ご興味のある方は、郵便番号、住所、氏名、電話番号を
　ファックスにてご連絡ください。次年度にご案内申し上げます。

函　谷　鉾　第41号
編集発行人「あすの函谷鉾をつくる会」

京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町89　函谷鉾ビル2階
電話/ファックス 075‐254‐6655 令和4年7月1日発行

印 刷　千眞アート印刷株式会社




